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謀日本外洋帆走協会I

NORCの新体制にのぞむ
発展のためのワンステップ

ヨ里昨年来，先ず関東支部の人~'lf選考委貝会ができ，ひ
きつづき全岡的な糸ll縦諦斑委貝会が組織されて，繰り

返し，繰り返し熱心な討議が繰返された。

新しいNORCのため，多くの人々が貴飛な時間を

さいて，F1分たちのよりよい組織づくりに努力を重ね

ている。

なんだ，ただのi肺びのことではないかという会員も

あり，今後のn本の正しいクルーザー発展のためだと

熱意をもってことにあたる公貝もいる。

いずれの全日も，n分の好みに応じ，他人に迷惑を

かけねばそれでよいという迩見もある。

8月15日現在1712人の会貝のうち，何％の人達が真

仇Iに新体制誕生をうれいているであろうか。

レース派とブルーウォーター派と，いずれを問わず

今後の新体制を方向づけるための尚爪な意見が望まれ
る。

ある人は,NORCはレーシングクラブであるから

レースが主体ではないかという。しかし,)IEilin肯では

へ.本のクルーザーがNORCに全部加入するように粟
んでいるときく。

レースに川る会貝は全休の40%とみる。残りの60%

の会員と，新規に加入をする人達とを全部ふくめて，

新しい)唾;↑か考えられて然るべきであろう。レースが

主体となり，技術なり安全なりをリードし，全会貝を

ひっぱっていく形が，現在琴える姿として一群好まし

いと思われる。

現在,組織稲瀧委ji会では定数の変更のために,社川

法人として遮輸竹の承｢忍をうるため努力1'1であるという。

y'l叩の定興20名を40満にすること,1il議典公をおく

こと．総会の定ii|l激の改『;Iなと．，新しい定款かでき，

新理:lfが決り，新しい1;',ifi~!ができて，いよいよ新体

ilillが動き出すわけである。しかし，定款の変更は811
15日現在まだ許可をうけられず，その結果をきいてい

ない。

NORC発展のためのワンステップとして,fi1f

部が関心をもち，意兇を川して，，kりよい糸Ⅱ縦づくり

に努力したいものである。
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第7号NORCだよI)昭和47年8月15｢1

第13回鳥羽パールレース68隻が参加
－たけし,RENA,STAYERII,が各々優勝一

表して鳥羽市lその行水荘司氏より祝辞があり,前年陛

催勝艇「VEGA」および「さら文」よI)カップの退

避があった。

このあと恥Mi"1･.保安部1との林1鯖'f'附氏の乾杯と〃卜

"11jijI勢r,''1:弧保存公よりI)}勢1,i頭が披露された。さら

に参加什艇の紹介があり，レースの前夜の楽しい一夕

に名残l)をおしみつつ,/F後811f00分,來榔刑支部長の

水上他氏のW1公のﾙをもって，前夜祭は無,If終了した、

あくる7月28n'FI)IjlOll.f00分参加艇69杯による一ぜ

いのスタートでレースは附稚された。入衡艇および成

紙は次のとおl)であった。 へ｡

昭和35年に飴まった鳥羽バｰﾙﾚｰｽは13nを迎え，

今年もまた鳥羽に全、各地から集った。

7月27H午後6時より価例の名物，前例祭が開雌さ

れた。あいにくの小雨膜様のため,｣fj､拠，鳥羽、際ホ

テルプールサイドの予定を変更し，別館の尾|ﾉ1大会縦

宗に変更された。

500名を越すつわものどもとその家族で,さしもの会

場も超iIMin,あふれるばかl)となった。

伏原稗一郎皿TIT(東海支部総務委ri長)の開公の畔に

はじま')．間得雌i'晩全長および/ijIIIIIIjj:'l!1f(束伽支部

長・第13回帆走委貝長）の挨拶にひきつづき米貨を代

享ｴﾂ.空ｽ写り鮴:目:冤燕二鰯}たけし

Xｼｦ,アク慨('｡Rｸﾗｽ!-vl"'}RENA
ﾒﾐﾚ可j-』ﾚﾅ：｜loRｸﾗｽⅥ-Ⅷ優勝!}STAYERI[
第13回鳥羽パールレース成績表(RORC)スタート時刻7月28日1000帆走委員長角田博

修正llｷ間(秒） 総合順位クラス順位 尚 所要|I.↑川艇 TCFセールNo

①
②
３
４
５
①
２
３
４
①
②
③
④
５
６
７
８
９
蛆
、
岨
喝

ⅡＩ

Ⅳ
Ｖ

９
ｍ
Ⅱ
肥
虹
６

1048

1228

1129

1086

157

1245

1006

1008

178

1256

1219

1084

1261

225

1266，

1212

210

1265

1113

1214

1187

602

1226

JOKERII

RODEMIII

FIVEACE

能野II

BLUERIBBON

陽 燗

AQUAMARINEII

GYP'SYQUEENII

NOANOA

たけし

MERCURE

べター

BARRACUDA

EPICURIEANI

RUNTHROUGHII

そよかぜII

QUERIDA

BLUEMANTIS

BALLANTINE

WILDZOO

ANONYMA

桜 工

['1砂III

29：42：36

29:10:12

30:08:02

30：12：19

30：57：49

30:07:33

30:59:11

31：14：49

34：26：13

30：47：42

31：00：42

31:19:43

31:09:41

31:35:30

31：26：15

31:25:01

32：31：25

32：39：49

32：34：29

33：23：00

33:34:02

33:01:50

(DNs)

０
４
０
０
８
１
０
９
７
３
２
８
４
０
１
３
８
９
３
４
５
１

５
６
４
６
４
３
３
２
０
９
９
８
９
９
０
０
８
８
９
８
８
０

７
７
７
７
７
７
７
７
７
６
６
６
６
６
７
７
６
６
６
６
６
７

毎
■
■
■
■
①
申
■
●
●
■
ｂ
■
●
●
■
●
■
■
申
。
■

０
４
０
０
８
１
０
９
７
３
２
８
４
０
１
３
８
９
３
４
５
１

５
６
４
６
４
３
３
２
０
９
９
８
９
９
０
０
８
８
９
８
８
０

７
７
７
７
７
７
７
７
７
６
６
６
６
６
７
７
６
６
６
６
６
７

毎
■
■
■
■
①
申
■
●
●
■
ｂ
■
●
●
■
●
■
■
申
。
■

７
９
６
１
８
９
２
４
８
７
６
４
３
３
５
０
４
８
７
３
６
５

１
２
７
４
７
７
３
０
４
２
５
９
５
７
３
１
５
１
６
０
７
５

２
２
２
６
３
２
４
０
６
８
２
５
８
４
３
５
５
０
２
２
７
３

０
０
０
２
３
９
１
２
７
６
７
７
７
８
９
９
０
１
１
２
２
３

８
８
８
８
８
７
８
８
８
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８

‐
‐
‐
‐
二
一
三
‐
‐
ｌ
‐
‐

６
巧
賂
肥
ｏ
ｏ
ｏ
４
５
７
８
岨
週
Ｍ
Ⅳ

~

９
０
１
２
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第7号NORCだより昭fu47JF8H15日

第13回鳥羽パールレース成績表(IOR)

クラスlilnli> 門セールNo 艇 所要ll.↑|ⅢI 修正||､f|州(秒）

78799

79134

79670

79688

80195

80976

82502

82583

82869

84898

86372

77286

79525

79759

79896

80670

80850

81591

82092

82128

82326

TCF 総介順付

①
②
③
④
５
６
７
８
９
ｍ
皿
①
②
③
④
５
６
７
８
９
ｍ

ⅢＩ

Ⅳ

’1111

188

1100

600

1001

1207

1052

358

388

380

670

1184

1092

1088

1040

1105

678

1071

1140

1080

1189

1000

1180

1176

1045

1133

1193，

1160

1067

1199

1217

1019

650

1185

1115

179

1138

1116

1037

1085

1119

1106

608

1175

1020

1135‘

SUNBIRDII

CONTESSAII

旭II

郡鳥

SEAl'､ARERIII

FUJIII

THREESTAR

iilﾘI風IⅡ

稲竜

THETISIII

ROCINANTEIII

CRAZYBLUE

桃季

INDEPENDENCE

MAUPITI

VEGA

波勝II

JUNEBRIDEII

RANGER

HAYATE

淵I路

〃光III

RENA

TH()R()UGI{BREI)

CIMAII

BARBARIANII

朧存九

一／・まI1－、

BUGSBUNNY

NEOPATHOS

BATEAUIVRE

蝿波根

VEGAIII

MISTRAI"

STAYERII

SIRENA

CHA-CI-IAIII

SIRENE

HOIII)AY

－fこ
'不r

iJ‐L，

_丁冤
勝｜

ひまわl)II

｢ﾘ］’1許

ESCARGOT

はげたか

'1､RACER

27：52：36

28：56：33

28：12：36

28：11：02

28：48：26

28：35：19

29：12：46

29:46:08

30:15:39

28：19：53

28：19：47

28：25：39

29：43：38

29：41：27

29：51：29

29：47：55

30:17:16

30：19：12

30：00：17

30：11：19

30：23：53

,(RETIRED)
28：53：02

129：47：46

29：57：24

30:07:48

30:21:32

.30:21:50

30:54:40

30:29:54

30：29：15

31:10:39

31:05:43

31：31：12

30：39：51

30:46:44

30:59:34

131:01:2‘
30:43:39

31：24：19

31:07:40

31：36：34

31：24：23

31:26:11

31:45:30

(D.S.Q)

２
５
５
４
３
８
５
６
７
４
９
２
１
２
３
０
５
５
０
７
３

５
９
４
５
３
６
４
０
０
２
６
５
３
６
３
２
１
７
０
５
２

８
５
８
８
７
８
８
７
６
３
４
５
４
４
４
５
４
４
６
５
５

７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

●
■
凸
？
■
■
■
■
■
■
■
Ｄ
Ｐ
Ｂ
日
日
日
日
、
、
、

７
８
Ⅱ
哩
巧
加
泌
妬
師
詔
羽

ｌ
（

②

０
３
４
８
９
１
２
３
４

１
１
１
１
１
２
２
２
２

①
②
③
４
５
６
７
８
①
２
３
４
①
②
③
④
５
６
７
８
９
ｍ
ｎ

Ｖ

Ⅵ
Ⅷ

ミ二

ｏ
ｏ
４
５
６
９
船
Ⅳ
４
吃
過
Ｍ
ｏ
ｏ
ｏ
５
６
７
８
９
ｍ
ｎ
妬

５
４
２
３
７
６
５
０
７
４
７
５
１
２
０
２
９
１
８
１
７
９
９

５
６
２
０
５
２
５
１
１
７
６
４
９
３
５
４
７
４
４
５
６
１
９

６
５
１
３
６
３
２
６
８
２
３
６
７
５
５
０
０
２
８
５
５
６
０

６
７
８
８
８
９
０
０
６
９
９
９
５
６
６
７
７
７
７
８
８
８
０

７
７
７
７
７
７
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８

２
１
４
９
７
７
２
２
９
３
０
９
２
７
１
８
８
２
７
３
９
７
６

７
３
４
１
９
５
１
４
９
６
９
１
８
０
６
９
６
３
４
０
４
４
０

３
２
２
２
１
２
２
３
９
０
０
０
８
９
８
８
９
８
９
９
９
９
０

７
７
７
７
７
７
７
７
６
７
７
７
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

●
？
●
■
■
凸
。
●
●
■
色
巳
凸
■
■
■
●
。
Ｇ
■
■
■
●
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沖繩－東京外洋ヨットレース成功裡に終る
｜几lmi1に|仲|まれたわが同において,FI然的環境から

外i,帥ルヒのI縦史は-III.<,近代におけるわか国のIM|[,

油j巡，漁紫の外i,州1ti脈のﾈ,'i神的支林として飛要な役11ill

を果して米ました。

NORCでは，この伝統を受け継ぎ，戦後いち早く

外i,|'§ll1ルヒ艇による外洋レースを行い，戦後ややもすれ

If.ii'i械的になりがちな同民粘神を祇械的な海洋に向け

させ，その細ルを図って来たのであります。吸近，わ

が''1の維満|I!F'|i'iの好転に伴い，同氏ﾉk祈水唯の向上と

いうJI!難の上にたって，外洋帆走艇による外洋II'I走の

杵及はとみに商ま')，時代的な脚光を浴びつつありま

す。

先進論外同の外洋帆走艇による外洋レースには一|比

紀以|、のﾙ史と伝統を右するものや,IFI民的行,l'卜とし

てl11家的に行われる外洋レース等々数多く行わｵLてお

'ノます。

近年わがmからも，これら-|{{界の一流外洋レースに

参ﾉJIIする人々も多数誰出しておりますが，極東水域に

おける本格的な田際的外洋レースはこれまでに一度も

行われたことがなく，その実施がわが岡の内外から岨

まれておりました。述怖行，海上保安庁，航iifil1l純所，

ilﾘln新聞社後援による今回の沖繩レースはNORCの

新時代への雑明けともいえましょう。われわれはこの

成功を両手をあげて存びたいと思います。へ

(総合賞）

(クラス賞）

1位CHITA

I～11-1位

CONTESSA，

Ⅲ’2位SUNBIRDII,3位.RENA

CHITAII1,111-1位SUNBIRDII,21,)

Ⅳ－1位RENA

第1回沖繩－東京レース成績表 1972年4月29日スタート時刻:1000帆走委員長大儀見薫

「クラス順ij 鍔〈ノ
イI 修正時1冊(秒）所．要時iHl 総合lllii位セールNo 艇 rCF

①
２
３
①
②
３
４
５

1,11

〃

〃

IⅡ

〃

〃

〃

〃

①
６
ｕ
②
４
７
８
ｍ
㈹
③
５
９

８１、

236

670

380

1111

188

600

1207

522

523

1180

1069

1189

CHIT入Ⅲ

ROCINANTEIII

THETIS

SUNBIRDI1

CONTESSAII

郡鳥

ふじⅡ

市丸

ARTEMIS

RENA

ALBIREO

洲 路

４
９
１
２
４
４
８
４
７
１
２
３

３
０
４
５
３
５
６
３
１
２
４
２

４
５
２
８
６
８
８
９
７
４
４
５

８
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７

108:32

128：23

138：42

128:27

141：10

139：34

140:15

142：22

DNF

143：32

146：44

147:13

７
４
０
８
５
５
８
５

１
１
４
１
１
０
０
１

91：32：27

109:14:41

114：18：42

100:51:46

107:46:11

109:37:00

110:21:14

112：57：25

下派入港5月4

106:31:00

109:12:40

110：45：32

参①

2

3

Ⅳ

〃

〃

３
８
７

０
５
３ へ

到着時間

、

１
ト
Ｉ
Ｄ
ノ
ー

『
一
一
つ
オ

マ
ノフ
フフィニ‘ソシュ時伽I 土公ノヘ化じ011フィニッシュ日 クラス

①CHITAIII

R()CINANTEIII

SUNBIRDII

郁鳥

ふじ

THETIS

CONTESSAII

ケェマ

ム'' 九

RENA

ALBIREO

iilﾘI路

ARTEMIS

日３
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５

月５ ① r－1
、_ノ22:32:17

18：23：13

18：27：18

05:34:05

06：15：08

06:57:40

07:10:15

08:22:22

09:32:03

12：44：58

13：13：37

DNF

② ①

②

①③
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初めてずくめの

沖縄レース

滝新太郎
灘灘

守

芳

丁

翠

■

拝

‐

・

・

・

．

鍔
》

譲
宰
識
‐

進水したばか'ﾉの断しいヨットで，初めての外洋レ

ース。船もオーナーも企てﾉjめてずくめで，命がけの

｜'|動!'{レースをべ』ってきた脳にとっても，いささか無

饗砲なヨットレースのスタートだった。
ドﾉﾉめの,;|-画て"は，昨年末に．進水してポイン|、レース

Jく』近Ili雛のレースをやって，それからi1l!繩という予定

だったか,lfl雄一り･艇の'′合気道〃は巡れに巡れて，

311も後半になってやっと進水した。

｜'l"'|[レースのill:界では，レースを架しむというム

ードはほとんどなかった。衆しんでいる|ﾊIに久かつい

たら「あの川」だったという,Ifにもな'）か心ないし，

勝11をかけて|隊つかガードレールのIﾊ1711111にｲ『くかの

迎統だった。そんなlll二界にいて、ヨ､ソトレースでのま

わりの''i唾(をかいでちょっととまと．ったりした。

i'|1繩レースも#|糊でfを賑ってクルーを激l"ljし，沖

繩のドライブでも楽しんでﾊ,}ってくるつもりが，段々

レースのムードかもり｜鳥ってくるにしたがい，乗らざ

るをえないような’}#になってしまった。後になってワ

イフがスタートのIIJIは段々仁無uにな'ﾉ，すさまじい

域をしていたそうで，やはり不安は臆しようかなかっ

たらしい。そんなヘボオーナーを乗せて，「レナ」はス

コールの様なl:ijの1|1をスタートした。羽柴スキッパー

一迫ｲ|を初め総i!6f｡といっても5埆と|几1分の一に
,jたない戦ﾉで，参ﾉjll!|1岐小艇の一juilllに波るレース

か始った。3渦ずつ811､f間交代でウォッチを組み，私

は典道，*l柴(弟）と糸ll.む|l下になった。雌初の当番は，

←ﾘ･;術脇や沖ﾉ水良部のあか')が見える夜，もちろん私

にとっては妓初のナイ｜､セーリング。夜に入って風も

少しずつ強まり，更枚ばりで飛す船から兄るﾉﾉ.揃島の

港のIﾘIりは，地心をﾉ世させるに充分だった。

l11§Ⅲのﾀﾉの鬼界ヶIhは前線の通過で5米近い波に

後からi1いかけられ，初めて見る外洋の荒海にビック

リ。I;ﾙはi'lﾘlにけむって，不貞(味はシルエットを浮び上

↓､）せて，人を称:せつけぬきびしさかあった。自分の謎

かれた立場から，いにしえの俊,1W部に,心から|'ij'IIWを

よせる。このころは''1分でテラーをにぎりあまり味わ

えない練習もした。

瓜迎20米を超える11ルヒは,300kmで走るレーシング

カーとl!il様なju-ﾉJかあり，入しぶりにに身の!｝|きしまる

緊雌を味わった。

私は船酔にそなえて，ビニール袋をポケットから自

分の手のとどく所にやたらに置いておいたが，一向に

その抗IWdもな<,クルーの花|川君の作る料f'l!にした彼

を｝l.ち，よく椹てよく食べて，ゴールしたI1,fは休亜も

いくらか｣ｳ}えるありさまだった。食撒は．オレンジと

姉描のめし，きしめん等が主食で，名前のつけ雌い花

liij式料理かおかずだった。

2名と四分の一･のｲy,進のウォッチはl1迫ｲIがよく域

推り，峠では無IIなこのﾘjかテラーを握ると一人-1ilf

火きく兇え，羽柴(弟）とで|几1分の三をカバーして，根

‘|ﾉkでなる化藤(lかⅢ,ljっ人で川てきてくれた'ﾉで,ILIIRI

i'l!まではスイスイと，他艇の位世報杵をllllいてほくそ

えみながらやってきた。小さな我々の船はここで低気

ll;においてきほりをくって,30時間以|-「ナギ」でス

|､ヅフ．。皆股々じ＃Lてきて．料1111を色々作って大パー

ティをするやら，｜､11地の山|含しより華やかにぬれた衣

伽を'二すやらはては，小l柴ｲIか「瓜伽り」と柳してき

みような州りをMI1り川すやらで大賊ぎしたが，吹き出

した風が，クローズでいっこうにi州ノ岬は近ずかず，

タックタックのくり返し，やっと御前lll,liにli'jったらi'lill

で流されてかわせず。ル識!I1湾の沖では，クジラと今ll

は.〃・雌後の夜石MIjlll!{iでは．本船の大ラッシュで，ウ

ォッチの為，オールハンズ。イ11棋湾に入って，瓜は1,|:j

に変り強瓜となり，コックピットのクルーの|111を波か

ぬけてゆく秘。

とにかく，幸巡にめく･まれて無事ゴールしてｶﾙ々ヨ

ットのとりこになってしまった。(RENAオーナー）

事務所移転のお知らせ

さる5月11日より当|〃公jlf務局（関束文細|II

勝Ljを含む）を~|､~i花に移il蚊致しましたのでお

知らせいたします

東京都港区芝琴平町35番地

船舶振興ビル3階

電話{棚淵鵲j亨逼’
旧'i#勝剛i

('IUj!:郁港I,<ﾙﾉl''115ルIfノ|!!lビル704り-)
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、

海の向うのヨットハーバー

～その2～

田 I ●●●

、

田辺英蔵

そこは，コペンハーケンから北へ，約20分fl!!ドライ

ブしたところにある，小さな港町だった

8月の末，美しい緑の芝生に，名も知れぬ.''l..|嫌な花

が咲き乱れ，海を見下すホテルの窓から，遥か水平線

の上に，一衣帯水の対岸スエーテ．ンの陸地と，そこに

立並ぶ辿船所のクレーンまで，はっきりと指,!‘!､(できた。

そして，その水平線を肌めつくすばかりの災しいILI

帆の群./

瓜の強い，よくlll'iれた絶好のヨシl、日イIIのl｣IIMI｣だ

った。

ホテルからﾕ'1で，ほんの2，3分のところに，ヨシ

I､ハーバーかあった。そのヨシ｜､ハーバーを|昨|むよう

にして，その街はあった。街の!'!心の広場か，ヨシ｜、

ﾉ、一バーなのだ。

緑を存分に配した家なみの|川の道が，すべて，ヨシ

I､ハーバーと，それを川む広場へと集っていた。il'i地

を囲んで，石だたみの遊歩近と，芝生と，クラブハウ

スの辿物があった。芝生の!|!に，城竿がそびえ．LIIIM(

とクラブ肱か‘汚らかに，へんばんとひるかえっていた。

老粘りj女の街の人々か，如{11にものどかに，三々ハ

五と，その広場を故策していた。若者迷が，‐セールハ

ッグをﾉ,iに，ずらI)ともやったヨットの，マストの林

の方へ泡､いでいる''1ﾘを，薪い'ﾘ親が，ゆっくりと乳lｿ属・

車を押して行く。老人達は，ベンチに腰かけて，かっ

て彼等が乗出した荒抑へ，端人達が船を駆って行く様

を眺めていた。何とすばらしいことだろう．／

若者達の父も-母も，そして恐らく，祖父も祉l:｝も，

今日とli1じょうに，このハーバーから，ヨットを駆っ

て，眼の前の激しくゆれる北の棚へ出て行ったのだろ

う。そして，若者達が，やがて年老いてから，やはり

今1_1と同じように，このハーバーの側のベンチで，彼

等の次の世代が，帆をあげ，もやいを解いて，港l｣へ

肺をI('jけて行く姿を眺めるのだろう。

ヨ､ソトと，ヨットハーバーと，淵lと風と''1帆への帷

'隙と追憶とによって，次々に結び合され，つなかれて

行く世代.ノ

IIIIとすばらしいことだろう.ノ

ずら'）と並ぶマストの1nには，王冠に三つの),!を配

したクラブ肱が，烈風を受けて,I.1i:をたててはためい

ていた･そのうちの一隻が，するすると岸を離れた。

40呪近くもあろうか。後甲板に，炎のような緋色のオ

イルスキンに身を包んだ少女が，まるで，主婦か調理

台に向うようなl'I1!iにi,l'iちた動作で，シー|､を操って

いた。M↓のさめるようなレモンイエローの}|'胴'一の-ドオヘ
ら．金髪か伽のように瓜に郷っていた。-I'j:い波,ILII,､

船，典糺のオイルスキン，レモンイエローの'l'ilj'一をか

ぶった，すきとおるような肌の乙久････…それは，まさ

に，一IIMの絵だった。

船が禰1lを川尤とたんに，そのヨ･ソ｜､は，ディーーソ

キールの1ざ州か水li'liを離れるf',!,うねりに采って,11i

天におどり卜った。次のll荊剛､liはどっと水Imをｲl.ち，

]JII,lに砕けた波が，船体をおおいかくした。だが，そ

の少女は－そして他のクルー述も－{1II'|!卜もなかったよ

うに，コックピッ｜､の1'1にシャンと_､Iﾉ:って，肱j世に船

を操っていた。と兇るまに，するすると1l)lか上り,<"

－つとスピードのついた船体が，美しくヒールし，た

ちまち、水､ド線をIIざして去って付った。

そのIⅡjのすぐような光餓か,|j"波呪の波かえしにひ

じをついて兄まもる必ｵ'ryj女のi〃のﾉ、々 の|IMI"10米

のところで－恐らく〃Uのように－峻州されているの

だ。

その光般を兄まもる人々のまなざしは，しかし,iﾉ』・.へ
して（日本のように）驚きでも，淡望でも，嫉視でも

なかった。愉快に遊ぶ家族を眺めるような，おだやか

な，好意ある，そして，なかなか鋭い専門家のまなざ

しだった。ヨシ|､は，この街の（恐らくはこの国の）

人々の生活の「外」にあるのではなく，人々の「人生」

の一部になり切っていることが，揃い秘，悠じられた。

突然，一災の小ﾉ'i'』艇が沈して，ライフジャケットを

つけた二人の若渦･が，腹を出した艇にしがみついて，

荒波に一上一~|､~しはじめた。だが，人々は助ずる色も

なかった。人々の政には微笑があり，アップアップし

ている若朽も，大声で叫びながら，笑っていた。近く

のヨットが，近づいて来た。まるで，砂場でころんだ

子供か，元気に起き上るのを，まわりの人が笑って眺

めるのと少しも変らない。眺める人々にも，沈して泳

いでいる人にも，「抑」は，文字辿り，庭なのだ。

道に面した芝1kのI11に，一米秘の金属の枠が立って

いて，その先に，丁度，辿'ﾉかかl)の人々によく兄え
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出して米たような小さなおじいさん－が↑片言の英I渦

で説明してくれた。

「これは，火薬をぬいた機笛です。ごらんなさい…」

そういって，老人が，球のⅢ上にある小さなブタを

あげると，丁度コインか入るようなスリットかあった．

「年とった船貝や，その家族の生活を助けるお金を，

こうして集めているのです」

私は，ポケットにあった何がしかのコインを，その

スリ､ソトに落し込んだ。魁人の顔が輝いた。彼は，二

本の指を船涯'服のひさしに当て，きちんと私達に敬礼

してから，しっか'ﾉと私の手を握った。（蒼竜オーナー）

るような角度で，何かメーターのようなものか収つけ

てあった。のぞくと，それは。風力、瓜li1l,久圧を示

すメーターだった。散菜する人々か，イ111父なくそれを

のぞき，天をあおぎ，沖の白|IILを眺め，うなづいて，

お互いにｲ1I1か話し合いながら，又，歩き川す。人々の

生活の中に，そういうことが，余りにもl'1然に，とけ

1人んでいるらしい様子に，私は，そこはかとない嫉妬

をさえ感じた。

その傍に,1r':ff1米fIILの,｣Wいペンキをぬった金属

の球が世かれていた。私述一家内と私一を案内してく

れた土地の古老一船抵IIIIIをかぶ}),皮のジャンパーを

着，犬をつれ，「老船踵」という言莱が，絵からぬけ

×××× ××××

一昨年のこと，初めて南太平洋を旅してみて，今度は

明るい抑と色を感じさせないほどの透Iﾘlな空気に，大

いに購いて式狂いになってしまった。1鯏肌の小さなI的

と，そこに|j含んて､いる人々 が，故郷のように樫を呼ぶ

のである。そして，堰､が子供だったとき，父が枢､をilﾘ（

戸内海で遊ばせてくれたように，今は紅､が，自分の子

供をそこで遊ばせてやりたくてたまらなくなってしま

ったのである。

私は、15fMijに初めてﾖｯﾄで式机I的に鋤れたとき,

ここのi脈は動く力．ラスのようだと，泣かんばか')に感

激した。ilf波の沢|崎では，流れる抑はきれいだなあと

感心した。"､("川と||fばれる,}j.(IW1に突込んで，飽きも

せず舷111ﾘから，その色をみつめたこともある。星が探

せるかのように碧い地'l'i〃の空と海，エメラルドを溶

いたようなバーミューダ，ニュー・イングランドの冷

たい流れ。私は幸せだったけれども，子供を遊ばせよ

うとは思いつかなかった。（'j太平洋は，大ショックで

あった。それに海は，動く水晶なのである。

私は，感激座であるし気狂いになりやすいことも碓

かであるが，虹い一生のうちに，そうなんでも気狂い

になっている時間のないことも知っている枕りだ。

今は南太平洋の島々に，家族の乗ったヨットを浮べる

ことに夢'l1になっている。イ1'1も目が兇えないのである。

だから，ひたすら目棋にI【'1って走ろうとするとき，キ

ラリとかチラリとか，別の美しいものを兄ると気か散

るし内心ギョッとなったりする。叫'し訳ないし』〕‘勝手

だけども，私にとってｲII椹湾は汚い方かいいし,JlCj<

は住み難い方が都合がいい。小網代湾に新鮮な抑の香

りかi,l'ljち，ゴンズイの椛伽､がボールになって流れ，槻

の間に大きなオニヤドカリか，ハゼやズルコチをおど

かしながら歩き迦っていない方がいいのである。公害

阻止が進んで，日本の方々の海が，一夜明ければ30年

前の美しい'愉しい海になっていたら，私か必死に取り

細んでいるルj抑行きの夢にブレーキがかかるであろう

ことを，おそれるのである。

（
１

がき いかどこの

I
柏村勲

たしか冬のことだった。久し振りに伽fに行こうと，

朝早く第3ル(浜を走っていたとき，正川から太'場か顔

を出した。それが1L;じられない経，眩しく輝いて澄ん

でいたのである。

「こんなきオしいな太ljルか拝めるなら,11I1のために南太

平洋に行きたがっているのか判らなくなっちゃうなあ

・・…･」私は思わず叫んで、リilt烈に戸惑ってしまった。

どうもそれ以米，日本のきれいな海や,=IIj遭い空をみる

と，落弗iかないくせがついてしまった。コーヒー色に

よごれて1樅ぎ水のような海を走ると，ああやっぱり

日本では魚も人間も住めないほど汚れているのだ，と

へ何とも1杣少な安心を覚えるのである。
私が子供だった頃，湘戸内海では榊は幟み切ってい

た。浜では，チヌゴやタイゴが足の桁をつっつき，手

拭いの網ですくうことかできたものだ。恐の上からは，

優美に体を〈ねらせて泳ぐギザミをながめ，カミヅブ

シ1個をつけた1米ばかりの糸で，目指す赤ギザを釣

ることができた。魔法のように餌を吸い取って除魔を

するアミメハギは，うまく水面まで誘導して，指でつ

まんで輪てたりした。バリlが引いたときは，藻の中を歩

くのが'|1jかつた。

あの櫛と，あの魚たちと，そこで遊んでいた子供は，

どこにいってしまったのだろう。

私は，17年前，初めてヨットに触れて，気狂いにな

ってしまった。何となく忙しげに都会に住みついて，

無為に日を送っていたのか，忘れていた海の生活を姓

らせ，一挙に取り返そうとするようであった。私は大

いに'愉しかったし,ill'lj足していたのである。ところが‘
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問題化してきた泊地対策

－望まれる公共のハーバー建設一

平野喜美夫

東京からilll｢||,j"IIIにのって州宅の途)II,偶然--i淵に

なったあるフリートの会jiからの締で，こんなことか

話題になった。

われわれのいる；|]地には，もう100パイ近い艇でi,liljji

状態であ}ﾉ,締埋をたのんでいるところには,はじめい

くらかの入会企を払い，イ'〃'何千|｣lという料金を払っ

ている。

新しい仲|H1かふえることはうれしいか，収存できる

スペースには'1峡かあり，これ以_'二ふえてはどうにも

ならなくなる。

他の一人から，うちのところはりI↓の脂定で｣|【.ff-j-る

純の数はきめられており，はじめの岨はその数は｣.j:ら

れていた。ところが，不法I1i拠というか、もってきて

勝手に世いてい<;ill'l1があらわれ，知らない|H1にそん

な艇かどんどんふえてきた。取締る111ﾘからこれを考え

てみると，その辿中の艇を移動するとすると，とゞこか

へもっていかなくてはならない。それではどこへもっ

ていくかということになる。法的なことはよくわから

ないが，ｶﾒ|_I進水する艇で絶対数かふえているのであ

るから，物｣WI(Jにはと÷こかに収'存されねばな↓､』ぬこと

になる。11‘卿1の入会企を払って,i1'1地を碓保できるiili

'l｣はよいとして，もっと簡易に安く艇をおけないもの

かと，考えさせられる。

入会金を払うことができても，近くに迪当なハーハ

ーすらない。どこもi,l'lil_!である。もっともｲ11棋湾にmi

する三浦半lルのあるところではけい摺椛が200ﾌﾉとか

300万円とかいう)1fもきかれ，全く蹄かされる。

敢近のマリーナブームもこんな箭要と供給の関係か

ら起きているのであろう。

神奈川ﾘ,↓では凹然の環境保遡の立場から,jl皿に知

:|l#より観-1''1:lll,!j:よりｲⅡ膜湾の神奈川県11111全域の抑ﾉILを埋

立許可しない旨の発表があった。そのため，聞くとこ

ろによると10数カ所で両|仙1されていた埋立ll',i,'iは尤全

にストップ，気の朧なことにすでに漁業組介と抑業袖

悩のj,Fしあいもつき，一部金銭授受のすんだところも

あるときく。

迩輸門のi淵介によると、レジャー人11のII1剛をIとし

てll帰りで211,↑川からせいぜい3時|H1までといわれて

いる。干染のII'ｲﾉﾉ)や|川豆ﾕ|':､|約の抑峠か対象として考え

られるが，現'ﾉﾐにわれわれの'ﾉﾐ感としては，ベ』はりま

だまだ速くて,｣lj"illリではど-)も行く女(になれない、

（

ju休211制になれば‘川i'jはまたifってくる。これから

の.]‘えるヨシ｜､は肺|刈り,lや｢-菜ﾘ,!へともっていかねば

収存｣ル}ﾘ『かない。.iu休21_lilillが-一般になることを老-え

て,-lll･〈もl1･必jや|ﾉ|皿ﾉﾉ面にマリーナ姓投計･仙i"111'1

押しときいている。この場介､やはり抑面を埋立て，

マンションをつくって，砿jい入会企を払うことになる

か，マンンョンをl職入するものにヨットをおく椎ｲﾘを

-ﾘ･えることになるのではないか。しかし，獅洋スポー

ツの一・般化を考えるとき，パブリックのハーバーも》'1

然考えられてよい。

雌近，遮輸行の桁導で港湾協会よりマリーナの』↓状

と将来という小|l11子がでて，その1|'に公共によるレク

リエーション港泌の必要性をといている。喜ばしい似

lｲ'｣である｡

これまでのべてきたことは，われわれNORCの会へ
liのみでな<,これからクルーザーをやろうという人

進をふくめて，｝上くい立場から考えてみた。現在の統,il･

によると,NORCに力11入している艇は現ｲI｛日本にあ

るクルーザーのうちの約30%という。イII1もわれわれ公

l1以外の人述のことまで考えることはないという怠兇

もあら-)。しかし、われわれとしては､恢ﾉﾉすべての

クルーザー1Wi-ｲl."･にもよびかけ，安全にしろ,"_I･.に

おけるマナーにしろ，ともに研光し，学んでいくべき

であると思う。

フランスでは｣JMI､|'jフランスのカマルグからピレー

ネllllllRにいたる征14200kmのラングド､ソクルレオン地

ﾉﾉにパブリックマリーナを核とした大規椣抑祥レクリ

エーションリゾー|､の開発が進められている。これま

でできているハーバーも公共投盗によるマリーナの1il

l'l'iを進め，レジャボー|､を収'存する能ﾉJのうち,25%

をハブリックとして一般に川放し，残りをクラブ細微

の企莱化をすすめている。

アメリカにおいても，州立または市立のマリーナが

多く，レジャーボー|､の保悴に要するW用は,|1本のへ
ように高額の入会金を払わなくてもよいものが多い。

勿I術，クラブ組織のものはあるか，それはそれでクラ

ブライフなと．をたのしむためのものとして，高い入会

金を払うものもあって然るべきであろう。

クルーザーを愛好する日本のわれわれの仲|州か輔え､

NORCか－IWの発腱をするためにも，そろそろNO

RCとしても汕地対策を考え、研究する組織かできて

もよいのではないかと思う。

NORCは#l1立してすでに18年たち，創立当時の艇

の激-|･杯も現ｲi!437杯と101A近い成股率を示している。

今や商船,ili:;M,漁船につぐ弟4船|､llとしてのブレ

ジャーボー|､の｣'i'1川に伴い，そ/Lを収芥するレクリエ

ーション港湾の也没は世界的な,t'､勝といえよう。今後

l1本全l'ilにマリーナ建設か進められるにあたって，わ

ｵLわれも大いに赤を大にし，公共投盗によるしクリエ

ーンョン港満の化,iIkを促進しようではありませんか。

(ELDORADOオーナー）

8）
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ｿ ．
● j
ノ ノ
ゲ；

新吾録艇の紹介1
，

4
ノ

｛
＃ ノリ|

；セールNo.,艇名，帆装，全長×水線長×巾×；｡

●

）吃水,ｵー ﾅー 名,フリート，その他の順．
● j

肌･……←.･鰐･･‘へ｡…－．｡_､｡…._.｡…._.｡…-..-...言,.‘~､砦..､-..,.,.竺､金-,...,.2

[関東］

1111SUNBIRDIIS11.784×9．478×3.611X

1．981111111if遮光油壺スパークマン．アンド・ス

テフェンスの没,ilのワン|､ナー

~1152TOKIII
笠illllﾘj沼津

S7．480×6.000×2.350×1,500

熊沢l1,↑寛i没1汁の木造艇

1155-乗IIS24.7'×20.9'×7.9'×5.0レニIIjlll

'lu凸ばか小網代加I粥ボー|､工唯のSK-25

1156MACHIS6.500×5.400×2.040×1．400

iWili'1恭迄沼津ブルーウォーター21

1159VIGOS24'-7〃×20'-0"×7'-9〃×5'-0

波辺竹彦沼津j上ili加~I:のTK-25

1160こく‘まIIS8.65×6．95×2.47×1.7熊沢

時克シーボニヤ三iⅡ1世船型のサンドウィッチ-l,''f
辿のFR胆のハル。|]作I'l!;f,;|

1162せらび

111liIi!典葉山

へ迪じる抱負
iパとのこと－

S9.449×7.336×2.819×1

艇墹山水：仏語て、小生の北

：太洋巡航クルーの域ぶれ

－オーナーのことば

753杖

き-ﾉjにも

：多士i片

1163St.PAULIAS7.494×6.096×2．363×l.524

小林堅lﾉLI郎シーボニヤ加藤ボー|､工業のSK-25

1164MERAMIS7.45×5.5×2.52×1.26林政

幸ほか沼津杉本光昭氏1没計-のグループl'|作艇の

もよう。木造。艇名山米：フランス,i,'iで伽の恋人？

抱負：今年は駿i'II溝のカラッ肌で"||純をつんで来年

はできる|映りレースに川場して人センセーションを

巻起す予定。クルー:"li1!.セーリンク．クラブ､のⅢi々

－オーナーのコメントより

1165EDELWEISSS7．48×6,10×2.44×1.34

11f住仁ﾘ）諸磯北商|l；三l11,1iヨシ｜､丁甥製のｲく進舩

抱典:{1'!|'1<|'|りなL－ス参ﾉJI|によってヨシ｜､を1$llって

（9）

いきたい

|I/{(5flt),

()lﾉはヨ

クルーのj弧ぶれ

l'|肌↓〃､（4年)－
､､ノ1，11:ｲミ
ノ｡L【IL

''1烏1ｶt（5年)，述藤,l｡jj

オーナーコメン｜､より

1166COMANCHES21'4〃×17'8"×6'8''×4'7ハ

新歴･'1‘(太郎沼津ブルーウォーター21艇科山来：

リ〕ましい櫓Iijを考えコマンチとした他(1:クルー

ジング主体，ときどきレースに参ﾉ川したいクルー

の顔ぶれ：平均年令22才。これから勉強してがんば

りたい－オーナーコメン|､よ｝）

117O太郎S20'6'!×16'8''×6'8''×4'3''浜lfi､|'

一江の島ラップワースの設i汁による1割､l(1)艇

1177巴流(パル)S9.449×7.336×2.819×1.753

1ﾉW吸勝ｲll清水港SK-31艇満III米:1>AL･･･

災,淵でi'|'llll･友述のな°||本のヨシ｜､に災Ii,'{-で名ljij

をつけるのはｲIIIとなくおもしろくな<,1,'i水'|jに抗

九る巴川（巴とは水か'|'からi〃き!'|'す恵あり）とい

う川あり，‐‐つのヨシ1，から多くの友を作り楽しみ

を分ち介えるク．ループを作ろうと，モジッテ巴流と

きめた地il:i,'i水にｲ'IIがｲ'1でもフリー|､を作るこ

と。NORCに入会できただけでムネいっぱい。以

後よろしくお兇しりおきのほと．を－オーナーコメ

ン|､よ’ノ

1181ALCMENES7.49×5.85×2.59×1.40k

II約勝抽ほかｻﾝドｳｨｯﾁ|;叶辿の''lll;FRP艇

艇名III米：アルクメーネ，リ〕折ヘラクレスのlil抱

『''：レースに,'||ること喫削:100～150i'llのレース〆､

をもうひとつ。神]'｡,之レースへの小ﾉW』艇の参ﾉ川一

オーナーのコメントより

[東海］
1113VELENTINES6.65×5.70×2.10×1.00

後藤敏宏蒲郡スブレンダー22

1145天竜S6.72×6.13×2.36×l.061''li愉幸TIi

（ヤマハセーリングクラブ）浜名湖ヤマハ22の冷

鍬輔1－リー艇

1146浜名イ,i,flﾉ1jl")|!!1_I"2-り-艇

1169アンカーホールS7．40×5.70×2.26×1.20

広i加斉柳崎スブレンダー24

[内海］

1124多賀11(TAKAll)6.50×5.40×2.04×1.40
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介でレース参hll･クルーの域ぶﾉL:燗Ⅱ．li2進，杣

の件大挙ヨシ|､部OB,MI<谷(元チタIⅡクルー)他

llilll,i勝一西宮ブルウォーター21

1153来国俊S7.495×6.040×2.520×1.281i{i

水公悲ほか西宮港仙山児氏故iil･,Mj'石ヨット製

作所製のFPR,ディーゼル10賜力つき

1167DON-JIRIIIS6.50×5.40×2.04×1．40

Skliﾙ快文姫路ブルーウォーター21艇名山

*:i洸んでfi:の如し,l'il1の次の艇抱i1:レース

に出る|股'ﾉは'齢IIIや柵を余部とは!IJ､いませんがせめ

て11,1/:のだけはもらいたいクルー：あまI)まとも

なのはいないように思う。みんなあわせて半人前

要望：脱l火以外の水域のi!吋動の振興.策を

1154TIKIIIS6.850×5.600×2.320×1．320

｢柴卜』ｨ冒英西宮式.ilj・村本氏没計，淡路ロシ|､梨

｛ﾉ'2)ﾘi製木造艇

1157合歓(ネム)S6.72×6.13×2.36×1.06笹

川〃|平西宮ヤマハ22抱負：内泌支部主雌のレ

ースには極力参加したい。FRPプログクションボ

-I､の性能を雄大に引きl1}したい。クルー：いずれ

もテゞインギーレースの強名･；火功，小林外，佐野弧

3．20×1.68浜兀

クルージングにし

1168はまかぜS10.9×8.61

害一郎大阪ヤマハ36抱負

一スにできるだけ出かける予定
へ

1171SHERAZADEシエラザードS9.00×3.00

X1.401(I,!',j:ilj姫路FB-III艇名lll米：アラ

，ビアンナイ｜､物,禍の碕り姫の英I渦沈み抱負：ブル

ーウォーター派のレース参加クルー:i1.1船大の航

i〃課，機関,;M,工大の土木工学群，天文地文エンジ

ンの)､ﾘ|』l1家による絶対安全セーリング

1158HOMEROSS24'-7#'×20｢-0..×7'-9"X

5"-10'|IY,llli辿附新宮市TK25艇尚山米：キ

リシャ尚ﾉ、の名抱負：沖繩，小笠〃j(II'1辺へのクル

ージンク←のための|、レーニング。チェーニンク．の典

一一一＝毒二一壺巳一一■

シI､マンの!|!から次第に大M'』艇による外洋レースに進

出する人述があらわれるであろう。

ところで'ﾉ1抑支部は今まで人数も少なく，お互に騏

兄知'）の村か多かったため巡営糸l1紬も余'ﾉ硴立してい

たとは云えなかったが，近年の会ji期と新入会jiのj'i'i'

加とにより，お互の意志疎通が不一l･分になる|噸向にあ

るため,NORC組織群縦委員会の絲荊をまたず，そ

の稀誰Iﾉ1害の伽|ｲ'｣に合わせてフリート別の‘;‘縦j_iを進

出して爪要斗I噸を稀講ﾉﾋ定する機関とするべく，目下 へ

,il"l_1進川の作業'l1である。

これを機会に内抑支部逆'i:{.の組織も次弟に確立するこ

とであろう。

一
ユ
ロ、

理事松木
折
巨

’

昭和47年6月末の|ﾉj櫛支部会貝数は特別会貝63橘，

正会員120名，計183名であってやや会j1数が恥ﾉJIIはし

ている。しかし近年のヨット人口の増ﾉ川に較べればN

ORC会貝数の増加率は低<,未登録のヨットがふえ

つつあるのは問鼬である。また会員の交代も多く毎年

攻程度の退会者が出るため多少新入会貝が多くても会

貝の増加はさほど多数にはならない。

ここ数年の登録艇の傾向として大型艇の登録が多く，

小型艇の岫加は伸びなやみのようである。これらの大

型艇は本年初の沖繩レースに参加した災丸，アルテミ

ス，アルビレオをはじめてとして，八丈レース，鳥羽

レース等に枝極的な活動ぶりを見せている。一方小型

艇群は泊地を中心としてポイントレース等を行ない短

距離のレース，クルージングに独自の活雌を見せてい

る。内海支部では従来その立地条件からか風光明眉な

瀬戸内海各地へのクルージングを楽しむ艇が多かった

が，近年はレースに熱心な'1,1i'1艇も淋加しつつあるよ

うに見られるのは-喜ばしい'1fである。これらのｵ‘『いヨ

内海支部所屈艇は瀬戸内海各地に分散し，とかくフ

リートとしてのまとまりを欠いていたか，近年的形，

須磨，四宮等多数の艇の集まったフリートが出現し次

第にフリートとしてのまとまりを兄せはじめた。一J、

ヨットの普及により従来ヨットを兄なかった土地に新

しくヨットが出現し，内抑支部所偶艇の汕地もまた各

地に分倣の方IrI｣にあり，キ!|変らずまとまりにくい状態

にある。

しかし，ヨシ|､マンに対する組織卒の低下，新人の

増加，ヨット泊地の分散等の傾向は単にlﾉ1抑支部だけ

ではなく,NORC全休にjl§辿した問題であろう。

(10)
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計測料金の改訂について

総務委員会

計測委員会

IORに基づく計測料金は,7月4日開催されまし

た総務委員会において，下記のとおり改訂され，来る

8月1日より実施されることになりましたので，お知

らせします。

(I)計111|I料

A.新規・全計illil料

1.計i1lﾘ韮本料金¥18,000

へ2.計illll削墹料金(A)(L.0.Aか25ftをﾉ超える

場合)¥200/1ft超過分

3.計測刈墹料金(B)(バッスルをｲ｢する艇）

¥2,000

4.コンピューター使川料金・その他¥6,000

B.新肌・部分1iM!'l#1-(|¥孵り州}1*!il測仙をｲIする

艇のiil測料）

1.;il測』,L本科企¥12,000

2.コンピューター仙川料金・その他¥6,000

C.1ﾘiil測料．

1.計i11l陛本料金

一～も一一＝も盆＝､尹戸一、一戸

オ リンパスⅢ世号

遭難事故の経過報告
へI

斉藤重孝

3月201｣午後411,↑半頃，神奈川ﾘIL茅ケ崎の海峠に，

クルーザーヨットか柚倒しになって砂浜に打上げられ

ているという報告か，永島減雄さんによって茅ヶ崎署

にもたらされた。

ただちに茅ヶ崎署か調べたところ，ヨットには人か

げが見あたらず，辿剛奉故の疑いか挫くなった。茅ヶ

I崎署より巡絡を受けた弟3竹区海｣､.保安部とNORC

は，この無人のヨシ|､か落合公平さんﾉﾘi･有のオリンパ

ス1I1世号であることを確認，辿雌事故として捜索体制

をしいた。オリンパス1I1世号，当日の乗i_iは藩介さん

のほか，オリンパス光学祉貝，佐藤向昭さん(26)，若

木正宏さん(25)の3人で，前11,千難ﾘ,l節山へのクル

ージングのｿ',,lりであり,"lll港を2011'rllij711.fliijに1'|1

＆,．リク．およびセールグ)-iリロ|-i!!'lのjﾙ合

"!i'Mil･ill'l料金掘川

b.'IIZ"･1)M･エンジンおよびプロペラ側係の

再,il測の塒合¥6,000

c､似斜テス|､の場合¥3,000

2．コンピューター仙川料金・そのIIJ¥6,000

D.碓職汁i!l'l#:|

1.航1称|測jII§本料金Y1,000

2.lif!ig,il･測荊期料金(2件以上の場合）

¥500/超過分1件

(iII)L.0.Aはj,',!,i数1ft*i,l'liはりjり上げとする‘

(II)上・下架料金および船台仙川料金

オーナーの負扣とし，オーナーとマリーナ(辿船〃『）

｜H1でりll途契約し支払うこと。

（征）シーボニアにおける計測に係わる上-ド架料

金および船fi仙川料.企は¥300/1ftです。

(III)出推,il･ill'lに1う交辿fiiおよび1i･iil.lfY(f[f'fを御む）

オーナーの負luとし,J41'<をNORCに父払うこと。

(IV)!'llll&!il･ill'lに係わる住腹に要するll.flﾊif,'1

オーナーの1.1杣とし,NORCに文払うこと。

帆し，企弧については現ｲ';lt!il!|'｡

(V),;|(11'1Wllliに|｣卜うYY川・その他

オーナーの負111とする。

港，ホームボー1，である!ili磯にIf!｣って航行中のﾕI咋故と

推定される。

このli,"_l茜は時化であり,3人とも海上に投出さ

れたらしく，すで{ﾐ捜*ilH姉の時'I.I.';で，絶望祝を余険

j!1：くされていた。

当ll,恢伽l<Jなアマチュア熈線家である藩介さんが，

!IJIからなんの交|!;もしてこないことに疑問をもったN

ORC会11の芦lllさんらは,j凹雌:li,'ikの可能性もあり

と考え,j嚥線関係の人々 に｣|,'i'服を流した。そして辿州

1f!}il[の報らせを受けたとき，まず初めにかけつけてく

れたのは無線関係の人々である。NORCfri_iも，

11IIんらかの方法でi111きつけ，典夜'|'にもかかわらず，

つぎつき集まってきた。とりあえず，現場附近を!|'心

に三浦三崎の海峠線まで3～40人朕で挫索に当った。

翌!II1,1ﾘl方を排って，抑'二保安庁は巡視艇「しきね」

｢すみだ｣の2艇とヘリコプター･ビーチｸﾗﾌﾄを出

し,"_H'1索をIIM"i･一方,NORCも,i[ノ,I;jに捜

索本部を破き，抑上ならびに抑岸の捜索を開吻榊-ると

ともに，艇の航跡，あるいはliijllすでに夜のため，充

分な渕介の,1ll米なかった船体及び州IIII1の批傷，辿留AII1

等の洲べに入った。艇体ははとんど拙傷もなく，わず

かにジブシートがエンシ､ンベラに激IIIIまきついておl),

レギュラージフ．とメンスルか破ｵLている/こけであり，

（11）
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艇|ﾉ1もはとんと・抑水か入っておらず，流失物はド､ソク

ハウスのさし版，スタンハッチの版，ライフリングの

3,I.!､(であり，ライフジャケッ｜､およびライフベル1,は

{1IIも仙川されていなかった。

まったく，人だけがいなくなり，ヨットだけか砂浜

に打上げられている状態であった。

ヨシ｜､の航跡に関しては，正確なものは把握しにく

いが，オリンパスIⅡ世-り･とみられるヨットが，三lll,liif

の港内を，午AillOII,f頃通過したのを，三崎漁獅11合の

2陪から，石渡六次郎さんが日華している｡ｲi渡さん

によれば，このヨットは，港|ﾉ1をll}てから，港のi'l1fi､

にある釜根でタック，ホⅡ棋浦|ﾉ1に捕えていったという

ことであり，我々 にとっては，この'､IIj:fliだけかl'if一の

確実性ある証しであった。

211i,*11枚湾にある各マリーナが仙他的に|ﾙｶをIII

し川てくれた。そして，モーターボート等を川し櫛_12

捜索にのりだし，抑雌は典慨から三汕三|崎まで，学生

を!'1心に捜索が紬けられた。

22，231」と,ijiIIIにひきつづいての捜索かつづけら

れ，また，抑峠に打上げられる画jijに烏I叶｣'･"'l･近くの

サク帆でⅨi脳する時に,2，3人の人か乗っていたしい

う。ll'l溌折の水肋さんの,i＃にﾉ,1きづき，サク根を!|1心に

征ノ｣;&近くまで，抑船3パイが，ボ'4を入れ，探がした。

すて､に柳上保安jj:は,2211をもって，〕､l[従榔_l･捜索を

ｲI切って一般捜索体llillに入った。

…～ｰ…J望司唱～門Lゴー 一1曲一一一一晋司一再…

リンパスIII
ロ

言

NOl(C救州本ilfljは.3111111の結果から,iIユノIルか

ら!淵磯へとイえ部の杉I椎を必･2,24u'l:i25時,1淵磯の

汕斑巡船)ﾘiに捜衆水A:ljを移した。ノ

25､2611の土lli'!ll,ulli'!ll,我々としては，このI'IIj

llの柾剛哩索に大きな期待をかけていた。天候の悠化

にもかかわらず、2LI間でのべ130艇も,WII脱湾にく

り川し捜索したが,1IIIんの子かかりもｲ!｝られず,2611

夕刻をもって，掴衆休ilillを縮少した。

4Ⅱ311．,Wit,1111,午後311,f一色抑岸で拾ったラ

イフリングか、粟lllの､flll'1､夜~r･さんから葉1_ll将に迎

絲があった。

4111111午前8時,i,((IIIIIj)I!ﾘﾙﾔI!fさんは，城ヶ'約北

lj!i1キロにて，死体か浮いているのを発兄，このﾀﾋ体

か落介公』|Lさんであることを硴迅した。 へ

4111611午A1j911.↑過ぎ，′l､網代i'l',三戸浜にて，残

り2渦の水ﾀﾋ体をレース''1のヨシ1，が光兄したので，

4ノjl611,捜索i,師〃を終了した。

辿州救川jのために，海_'二保安庁，":"lil,{i,三崎丹，

漁:職Ⅱ介、雌線間係の人々 ,.ilニノIルヨッl､クラブ,ff

マリーナ，ハーバー凋係洲・、人'j::11､Kcc，桜12,

千莱人，成賎人､lll'､f:人),一般の人々 ，そしてN()l(

Cfrliﾍ;f々 、多くのﾉﾉ々 の'IIWしみないご|肋Jをi1:たこ

とを､この$泌_|見を|ルリて,l'｣J:〈御礼lllしあげます。

まずは油略ですか,1f故旧II･-をさせていただきまし

た、

一罰時一一一詞一再

査報告 へ

NORC関東支部報告作成委員会

柴田俊彦(オリンパス）関根久(教育）

石渡四郎（〃）白崎謙太郎(無線）

斉藤重孝(捜索）五十嵐正彦(安全）

馬渡健治（〃）横山晃（〃）

I.事故の既要

1972年3}119～20日の辿休，オリンパス111(7.5mO

A,落合公平氏所ｲi)に落介，佐藤，乳:木の3氏か乗

')細み，$柵磯一館山を往復するクルージングを行った。

1911午後,"111に入港して1i1．1,2011は未lﾘlから激

烈な「非一番」が吹き荒れ，気象i-j:の!氾鍬によれば，

端んど終11,Mlli'll"tSSW肌述は20～25m/s(､rだった。

オリンパス111は0700より以ljijlziilill1を出港,1000~

1200に二ill!f港Iﾉ1をj山過し,1650頃に茅ヶ崎海際に打ち

上げられたか艇_I-には1人もl!iず，全il落水と推定さ

れた。

落合氏の迪休は2211日の4)ll1u,城ケ島NW抑上

で，佐喋，薪水i'l!j氏は26IIIIの4月1611に小網代W油f

l:で発兄され，収'存された。

11.艇の状況

1.1ilh体は端んどj!ﾘ将である。だが，伽12に帷い控l)

(12ノ
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傷があるのは，あるいは大iiltil4に探った跡かも知Iし

ない。

2．舵にも故隙は全く無い。だが，大角度に無理に切

った跡があり，プロペラが食い込んだ跡もある……

これは波浪!'!で振り廻わされ，特にテイラーを持た

ずに激しく後退したものと推定される。

3．メインセールのボルl､ロープがマストとブ－ムの

グループから引き外されていた。此のトラブルはI1,f

時起したことがある。

4．①メインセールを2～3巻きリーフした押度に

メインバリヤードか緩んでいた。だが，船体が

打ち上げられた||､↑はリーフされていなかった。

②タックロープをデッキからリーフィング．ハ

ンドルに戻し，それからクリートするのかオリ
ヘ

ンパス号の稗'lfiだったか，それが行われていな

かった。。…･･たぶん，3．のブーム|､ラブルの応

急処ii'ilとして,=ll1,{i港lﾉ1で2～3巻きのリーフ

を行ったが，タックロープの処齪を尚略したも

のと思われる。

③その後，波の価'喉でll一フィング．ラチェッ

トが外れてリーフが戻ったものと思われる。ラ

チェッ｜､のバネは前から11．〈，時折外れた亦が

ある句

5．レギコーラージブがセツ｝､され，ズタズタに大破批

していた。シ．ブシートの1本がピークへ行っていた。

他の1本のシー|､はi〃へ引き州ってプロペラを巻い

ていた。．…“たぶん，ジブをkげる操作もあわてて

行った。それとも不'lfIれな渦･が行った。

尚，艇|ﾉIにあったストームシ､ブなど,>{l.能なセー

ルが使われずに，そのまま縦いてあった。

6．メインジブのハリヤードは正'『'1．，スピンハリヤー

へドは上がったまま。
7．プロペラにはジブシートか7巻き半巻き付き，ギ

ヤは前進，スロットルは0，シートの巻き方向も前

進。．.…･スロットルoなのは，その時に人か居た了lf

を示す。

8．ウェットスーッと水!''眼鏡は使った形跡なし（プ

ロペラI､ラブルの処！〃には未荊乎）

9．アンカーは使った形跡なし。

10.ライフジャケット及びライフベルトも使ってない。

（ライフベルI､1本はコクピットにあった)。

11．ライフリンク､2個の内1ケは艇にあ')，他の1ケ

は遊離当日の1600頃，葉山町一色海峠で拾得（寺、

小夜子さん)｡此のリングは平',iil･から落ちやすかった。

拾得の場所と時間から，ノこぶん屯城から長粁ヶ蹄あ

たりで艇から離れたものと思われる。

12.プロパンのホースかコンロの部分て､抜け，コック

全開，ボンベは空になっていた（タンクは充填して

llllもない)。

IⅡ．無電機

オリンパスⅡIには4台のj1f.通送受1,;機か装l1iliされて

いた。内‘沢は27メガ(神奈川ヨット撫線）1台，50メカ．

(ハム）2台，144メガ(ハム）1台である。

liijll(19日）には下記の7回の交|,iがあった。

0945～50(27メガ)局から女(象，船から｢館111'､li'1う」

1150～52(50メガ)落合氏宅と交1,;

1341～45(50メカ)落介氏宅と交1,;

1552～53(50メカ)鮪山入港，明'|ﾘl予定の巡絡

1020(144メガ)1

1500(144メカ)|安藤氏と交慌
1730(144メカ)j
ji1｢1(20日）は全く交怖なし

辿雛後の送'更偏機の機能を安藤氏か昨し〈！洲べた所，

50メガ1台にはマイクのスイッチの接触不良があった

が，他の3台は健在だった。

イ｢Iし，27メガは文化放送の受儒にセットされていたく

Ⅳ、目撃者

多くの月紮荷から積極的な協力があ})，他方，人海

作戦とも云うべき奉仕隊の捜索活動に於ても,ft亜な

日曜稀を多く発見し，聞き込みの成果を挙げた。

1.三lllif港通過

20R0950～1200,小川7}『夫氏（二町芥漁協,正確に

0950),万渡六次郎氏（三崎魚市場二階),青木'附吉氏

(城ヶ$I舟の食'li:),川中氏(三lll1ir大捕下),鈴木ﾂﾝ太郎氏

(二町芥岸壁)，三崎魚類KKの30fi(魚市場),"18大

鶴丸の船長と航海士(城ヶ鳥の三崎水産加工協前);…”

オリンパスIIIは三lll1f港内を通過してNWに向かい，釜

根の上で1～2IIII激しくブローチングし，江のliﾙの方

へ消えた。釜根の上は物腰〈悪い波が荒れていた。大

荒れ，視界悪し。三崎港Iﾉ1では艇上には3人届た。マ

ストの辺で何かしていた。

2．小網代沖通過

20111100～1245,「くるしお」の児玉氏，原II1氏(シ

ーボニヤの岸』職から，双眼鏡で見る距離)，「ティティ

ス」のl1l崎氏（小網代の山の上から),「スティヤー」

の人々 （城ヶ'約付近を航行!l!の海l鳥から)･…“オリン

パスIⅡは小網代沖を江の,I;》の方へ去った。フリーで流

されている様子だった。ダッキングを試みても不能の

様子だった。艇上に人のｲ｢無は不明。

3．茅ヶ崎海岸

20n1600～1650永ﾙ顕雄(ヒデオ)氏，他1名，

…”･オリンパス1I1はSE方向から来た。エボシ瑞束ブア

のサク根のあたりで船が蹄')上がり，真北方向へ進路

を変えた。その以前には艇上に2～3人居た。だが，

方向を変えた後は人影を兄なかった。

浜に打上げられた艇は無人だった。以~1ﾏ略。

（13）
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11 会報告

昭和47年2月26日

I.日時昭II47年2ノ126F114:00～15:20

II・場所東京都港区芝琴平町35船舶振興ビル10階

（社）日本船1I'lクラブ会談案

Ⅲ．議事

第’~3識莱昭和46年度1#-堆報iif及び収支浪卵の承

認を求むる件。

名和',il｛務1:II!.|l#より安料にJI!簔而瀞lll,iM

明ありたる後,=1:llu'lWilfより決算III:,

その他ll'R郷瓶は,2)123n碓杏の結果

全く整然と幣叩きれている胃の証斤あ

り,""!一致原案迦l)承認された。

第2~5縦茶会YY未納による定款輔10条2n'ili"IWf

に間する件。

名抑作成後会YY納入折5渦あったの

でその氏墹を株il'jの_|を残り86箔を除満

処分することが承｢忍された。

第3号誰案資産の変更の件（盗記了,河Iの変更）

昭和45年末盗唯の総額5,540,971I'I

昭叩Ⅱ46年末海床の総額4,736,196II1

財旅II録により渦ｲII"'|fより,11ij年

度よl)盗旅が減額せるは，減Ⅲili'iﾉﾐ1Iに

よるものであるとの脱Iﾘ'によ})余風y,l

縦なく承i忍された。

鮒4り．砿'熊NORCill縦群談委ii公の会長への杵

II1神について。

"IIT｢II菖について落合委1~1長詐細,塊,ﾘ，

あ')，なお大識見〕"務IIM1Tより補足脱

明あり，杵巾評内芥に伴う定款改正は

改めて臨時総会を'刑雌して群議の_,こ決

定することに可決された。

弟5－り･離姫クラブハウス委員会群lll:rl$について。

"IIIi'l:につき落介委i!より説Iﾘ,があ

ったが，一応篠巾非は作成したが，な

お，未解決の了脾mが幾多含まれている

ので，なお当分群議の必要があると思

われるので，このクラブハウス委1~1a

は継続稀離を認めて11fいたいとの巾川

であり，その結果は今後の理1f会に提

出決定することとして承認された。

第6－5･縦,堆その他

1．乖務所移転について

近く船舶振興ビルにｸ;"i;が出来る

兇込みなので1flII:'ll入れし，できれ

ば､100m2IIFJ史の|IT務所に僻枢したい

斤捉業あり拠碓なく承iigされた。

2．助成金の琳額について

"10II1INjll.↑総会にて，予算｢|:!助成

金ｲ|額160ﾉ].I1Iをi汁上されていたが，

47年度は年額200万Iリに琳額される

予定であると報iヤあり全興了解され

た。

3.li研Ⅱ45年1I"Ltl:様式の変更につい

て

名和fil!1fより，昨年の運怖行の柿

布並びに公認公而|士の折示に従い，

｜ﾉ1汗の変更はないが決卵様式を変更

し今後もこれに従うことの了解を求

め災瀧なく決定された。

以_|:により縦堆1fびに報i',:1m『(を全部終了したので

碓長は15：20閉会を'I'i･す。

_l紀談1f録に誤りないことを証明して科荊押印する。

昭和47年2j126n

縦怪間弁他雌

特別全li桶永昭

正会II商村イ署」l【

ダニ

申 冒蓉三廷巨

組織審議委員会

ll/{f1146年12)15IIのlli,MII.↑総会の決談により,#11織群

i碓麺I会がfll縦されましたが，水｢Iまで51'!|にわたり

会談がIIHかれました。伽111,行委貝により熱心に討縦

か操,返され，‐1子記のとおり決談しましたので，ご網if

いたします。

決議事項

1．定款の一部変更

(A)"'Ifの定j1を変更する。

第11条(5)収を40渦以内,正刑支部長を皿.lfとし，

他は地域的比例配分で逓川する。

(B)i那縦貝公をii'i<

荊犠風会は20談決椛にｲ､|･1名の荊介で進HIされ

た!祁縦1lを以て柵成する。

評礒風の談決椛は平群とする。

ji|Iz"n会の機能は，理ﾘ候lli群の選川，評議n

による立法，即''1公案の群誰等である。

(C)総会の定ﾉ止数の改訂

(D)総会に於て特別公IIは3,]Iそ会貝は1,の議決

椎を有する。

2．組織審議委員会の存続

（14）
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(A)細紬'僻縦委i1公は引続き．ｲj:紬し,fl1縦の柚I;1を

行いり次の臨時総会までに近ﾉⅢ稗IIIを行う。

(B)新任恥抑覧補の選川の椛阯を委征されたい。

附輔1n～第4回細縦栫祇委風会誌l聯（価し，

;"|If録添付の安料は杵〈）

答 申書

クラブハウス委員会

鋪9回通'ili総会決議に基いて設けられたクラブハウ

ス委貝会は数次の討談，具体的物件の調傑検討を爪ね

現段階に於て下記の決諭を得ましたので伽報i!f致しま

す。

第1案払下船利用案
へ

これは当初の対称物件(26米加哩牧WI艇休）

が既に処分されてしまったので代神艇を探し

たところ殆んと．同J1ﾘ艇が伽_|:|'I術隊仙釦'If!(JI!:

地内にあり，払下げ可能迄は確認きれたが，

輔2乗の具現化が心､に出て来たため，一時保

淵とした。

第2案城ケ島灯台科学館譲受の案

二国

ii測醜報協会所符の灯Tzi科学航売却の所が

46年9「l頃当協会に持ち込まれ，典の具体的

柿討が怠速に進展した。其の内芥は次の通り。

2－1物件内容

所在三浦市城ケIIイル

墹称城ケ烏灯台科学館

延物椛造及建坪

地下1階，地上3階鉄筋コンクリート

延1棟

総坪数626.292m2

地階121.91m2

1IW197.172m2

2階180.360m2

3階108.25m2

屋階18．60m2

附属敷地(国有地)1,200m2

2－2遮設Y{i及其炎企調述の方法

購入価絡1,050万円

袖修及改造Y'i1,500万円

計2,550万円

安金調達の方法

購入礎1,050万は船舟''1振興公よl)

助成金を受けることのlﾉj硫を得た。

（此の建物賭入日的の条{'|蓋で)illill3

W1,500万は公貝にIIflNけ，拠111

"(11_i当10万ｲ!,")雅災にて賄

う。

2－3典体的ｲﾘ川計IIIIi

frlim会員家族のシーサイドセン

ター的ｲll川及公益的析川のため次の

設1illiを設ける。

1i'i泊案140ベッド分

レクチャールール145人収存

（雑交料糸）

会貝談話室1（附ホームバ

ー）

ヨット無線宗1（鞭レース水

部室）

綱：理宝1

レースjI1祓宝1

食並145/、収存

揃那八桁戒宝1

ボイラー室1

サロン1

ケストルーム1ツインベッド

2－4杵耶運'脚．

①クラブハウス祷理委貝会(仮称）

を会貝'1]より選出し，其の逆'脚"を

杵学する。

②実際の符琿は専従，湘駝↑"1人

を慨き行う。他に補助的に雑務I!

2窮守を置き当てる。

③巡'Ⅲ･Wは岱室，桁汕YY弊収入に

上り賄う。

第3案新設計画

同ｲl-地，リi!ｲ｢地等の払下げ，我岱竿の'|'i'i"

にも触手を｛'IIぱし，方途か兄川せれば(2*

より更に好条｛'|:で）洲杢，計両を進める。

以上現段階に於て雌も具体性のあるものは鋪2案で

(既存建物のﾈlli修で可，価格も荊安,早期可能‘性，同ｲ『

地払下げの椛利も附いて居る。等）第3衆に就いては

新規スタートとなる。当委員会としては，第2莱或は

第3案推進を可と杵'|'致します。

委貝長石原'|'l'(太郎

委j~I落介公平

〃 金原典一

〃 平野干'矛英夫

〃 屯井溌夫

〃束1IIIEE

〃 大野肪

〃 南永幸太郎

15)
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プレジャーボ 対する安全指導について－卜に

このたび7月5日付運輸省船員局長名をもってプレ

ジャーボートに対する運輸省の指導方針が次のとおり

示されたので，遺漏なきようお知らせします。

全腫関谷健哉

｛‘;川典へ＊の装仙,W1を光州すること。

③11!U:II!のない航椰而|-i'l'iを立てマリーナの粁珂折へ＊

に必ずl,llけておくこと。

④船体の人きさ，hW造，榎原|'|等から見て無11I!な

乗船をしないこと。

⑤！!|}航前に天気子,服を調べ，また航海巾は気象の

変化にiに,断すること。

⑥抑|.iハ突子|I"法,MMIII法，関係祁遊府県条例べ:f

の交jl1ﾉ1111llをj'兇'.1:-j-ること。

⑦im水滞場又は江入禁ll:lﾇ城に乗l)入れないこと。

③測堆へ*の操紫を妨げないこと。

⑨港,iI'll,川ﾊ*の狭い水域及び交通のilim帷する水へ
域では．'･分スピードを耕し，他人，他船．施設群

に迷惑を及ほ､さないよう注窓すること。

⑩水域を汚さないよう旅窓すること。

3．マリーナの楠;JII!荷呼他人のためにモーターボート

茅を符理する将及び礎ボート717-堆粁等，他人にプレ

ジャーボー|､を岱ﾉj-し又は使用させる満･に対しては，

‐|和1及び2の趣片をマリーナの会貝又はプレジャ

ーボートのイル入櫛ｵ'fし〈は仙川将に-1-分徹底させる

よう指導すること。

一一P、グーヘベー

』ﾉj:送1，l先

ii'il.保淡11:次Iと

件案jj:IIII'||i1,!jl&

W|jjn府ﾘ,"ll~|lf

財|､jl法人I1本モーターボー|､協会会1と

i11･11法人II水ﾊ|艇1%雄公全長

社|､TI法人II水外;､|tlllルヒ協会会長
へ

財|､11法人ll本ヨット協会会長

○

ここ数ｲド米モーターボート，ヨット芋のプレジャー

ボートの｣抑jllilｷﾉｾにはゞ 門:しいものがあるが，本年も夏

季レシ．ヤーシーズンを迎えブレジャーボートの1!!唱紺喚

縦及び|l1l'itの多発が懸念される。そこて関係方而の協

ﾉﾉの1､~に人命のII爪，水域における交、の安余群の兄

地からプレジャーボー|､の所ｲ『稀，使用群，衝ボー1,

1群錨･ヘホの関係折に対し下記の指導を行なうこことし

たので,1't)II)においても|乳1係の向を-|-分折導されたい。

記

1．昭#1146年興職477り･をもって通達したとおり総

トン数5トン未i,liljの船舶に蛾少|服の運航要、以外の

満を乗l)組ませる場合には船舶職11法｣-海技従了I端

の乗')細みが必嬰とされているが，この場介はもち

ろんのこと，Irij法上IZ､ずしも海技従1f満の乗り組み

を粟しない場合についても，できる限')海技従丁l端

を采り細ませるように桁導すること。

2．プレジャーボートを操縦する軒に対しては安全迎

航に心がけるとともにとくに次の‘!＃:に榊意するよう

脂禅すること。

①川航ijijには船体の破批簡所へ*のｲI無及び機関の

飴勤，操作がl'li'|1に行なわれるか沖について1|冒紫

jIDI､'枕を|-分に行うこと。

②排ﾉk,ii'j火作雌をｲ｢なうための用具，とう:|世人

i~iの激にみあった牧命川IL,I'1冊の危急､を外部に

知!､〕せるためのFli'i:神川典又は1i;号川典γ『し〈は通

編集室より

ようやくNORCだより節7-9･を発刊の述びと

なった。城6り-が昨年の9月であるから12*ll近

くもたっている。

節1－り･から鞘4－り･まではこちらでレイアウI、し，

|:tll【のうえ印lllﾘしたが，鋪5ﾜー と節6号は外部の

人にレイアウトと|11川をお願いした。鋪5号，鰯

6り-についてはいろいろとⅢ1題があって，一部の

ﾉﾉ･々に二‘迷惑をおかけした。そこで節7サ以降は

私|‘|叶迷l,ilfしようと思っていた。しかし，一・向に

,'llないNORCだよりに業をにやし，邪び私|'I身

が輔7り･をレイアウトし，細雄した次輔である。

（平野記）

会員および登録艇の現状
昭和47年8月15日現在

鋤△‐許舟艇
ロﾛ’登録

1261296

19854

特別会員 正会員 準会員

部
部
部

支
支
支

東
海
都

関
東
京

286 Qワワ
ゾム‘ 48 1261

53 142 ３
１

198

8 26 ６
３
３
８１

Ｔ
ｍ

内海支部 ０
’
０

63 120 師
一
理西内海支部

合計

12 3422

422 1237 52 1712 437

(16)



ングー覧表(IOR)NORCレーティ
艇名 RATING T.C.FRIGセールNo.

Ｑ
）
Ｑ
）
Ｑ
）
Ｑ
〕
Ｑ
〕
Ｑ
〕
《
己

２
１
３
０
０
４
７

６
３
２
２
０
１
５

４
４
５
５
６
５
５

７
７
７
７
７
７
７

６
３
２
２
０
１
６

■
●
■
ｑ
●
①
●

３
３
４
４
５
４
４

２
２
２
２
２
２
２

INI)EPENDENCI

桃季

i#|1l蹄

VEGA

RANGER

LEADINGLAI)Y

CRAzYBLUE

８
２
９
５
０
３
４

８
９
８
０
４
８
８

０
０
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

〔クラスI]

〔クラス11)

〔クラスV)

||’
泄1乞丸

'1,ILl)E

REI)SHARK

AOI｣ELEW

BAHAN

TOSHIII

CIMAII

BUGSBUNNY

SUNSPINNER

EARLYBIRI)II

BARBARIANII

－／､、土1V
－、士4人

TIIOROUGHBRED

IIJIM

RENA

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

９
６
９
４
７
９
６
３
５
５
３
７
４
０
７

■
。
■
■
●
■
■
■
■
Ｑ
Ｑ
ｇ
Ｃ
■
■

２
２
２
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

６
４
４
１
９
８
４
２
６
８
９
７
１
４
１

８
５
８
３
６
８
４
１
３
３
１
５
３
８
６

３
３
３
２
３
３
２
２
２
２
２
２
２
１
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

５
７
６
７
５
９
５
７
５
０
３
０
６
２
０

０
６
１
７
２
３
４
６
７
１
３
６
７
０
８

３
３
６
６
０
０
０
０
０
１
１
１
１
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

〔クラスⅢ〕

,－4蕊
二355

388

522

640

1001

1052

1100

1108

1111

523

600

1207

CONTESSAII

MIGRATOR

LOTUS

稲帝
,Q･

山 メI

VAGO

SEAFARERIII

TIIREESTAR

旭II

MISSNIPPONVI

SUNBIRI)II

ARTEMIS

郁烏

I､UJIII

Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

１
０
１
２
４
６
４
５
５
０
６
２
６
８

６
７
６
６
８
７
６
７
７
８
７
６
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
７
９
３
４
２
３
５
５
８
２
７
４
８

１
９
０
２
３
５
３
４
４
８
５
１
５
６

７
７
７
７
９
８
７
８
８
８
８
７
８
８

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

’

〔クラスⅥ〕
〔クラス

199

‘341

357

606

610

‐〆613

614

615

’617

622

636

678

1000

1010

1011

1027

1040

1049

1056

1069

1071

1077

W]
VEGAIII

AKU-AKUII

SPRING

鵜波卜l!

MIS'1､RAI』

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

２
６
９
９
５

６
■
■
■
■

０
９
９
９
９

２
１
１
１
１

０
８
７
３
９

９
２
５
６
１

０
０
０
０
０

７
７
７
７
７

０
７
０
９
５

５
５
６
１
８

６
６
０
０
１

１
１
１

Ｙ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

SALMONII

SEAWITCI{

NEPTUNEm

智美

飛車角II

くるしおII

はやまる

天城

足イ1ﾉj

雲仙

CARINAII

波勝II

il光lⅡ

''1〔王II

MELUSINE

チャイカIII

MAUPITI

MASTEYNAII

SUBSONICAII

ALBIREO

JUENBRIDEII

ENAMORADA

８
３
２
１
３
６
７
１
２
４
６
２
５
４
２
２
４
８
３
４
８
５

５
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
●
ａ
■
■
■
■
■
●
ひ

４
３
４
５
５
３
３
４
３
４
４
３
３
３
５
３
３
３
４
３
３
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
７
０
９
９
０
３
７
９
０
０
５
５
１
８
１
３
２
７
２
５
６

８
２
２
０
２
６
７
０
１
４
６
１
４
４
１
２
３
８
２
４
７
４

５
４
５
６
６
４
４
５
４
５
５
４
４
４
６
４
４
４
５
４
４
４

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

〔クラスⅦ

６
９
０
６
８
３
０
１
３
８
８
７
３
４
１
７

５
７
８
０
２
５
１
６
０
６
９
４
４
０
６
４

９
９
９
０
９
９
９
９
０
９
８
９
９
８
８
９

６
６
６
７
６
６
６
６
７
６
６
６
６
６
６
６

０
２
２
４
７
９
６
０
４
１
５
９
９
７
２
９

●
■
■
■
●
■
■
■
■
●
■
叩
■
叩
■
■

９
９
９
９
８
８
８
９
９
９
８
８
８
７
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
９
８
０
７
４
０
３
４
７
６
９
０
５
８
５

１
６
１
２
３
４
７
９
９
９
１
１
２
３
３
７

６
６
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

HIRO

CORVATSCH

代
日
I~二I

はげたか

HOLIDAY

HANGOVERII

SUNGOII

BUSH

侍

AMIGO

SIRENE

千勝

SIENSIFFI｣E

TRACER

CHACHAIII

ESCARGOT

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

口

’’

セールNo. 艇 名 RIG RATING T,C,F

６
０
３
７
２
６

1026

CHITAⅢ

ROCINAN'rEIⅡ

R()YII

Ｑ
〕
Ｖ
Ｌ
〔
己

１
３
５

４
４
４

３
３
３

４
３
３

３
５
７

４
４
４

８
８
８

０
７
３

８
６
７

３
６
６

TⅡETISII

KAYSEVEN

CHICAI)AMAS

ハ
、
ハ
ロ
〔
ｂ

８
８
８

２
１
０

３
３
３

４
０
１

２
４
５

３
２
１

８
８
８



外洋帆走ヨットの海難事故防止について

標記について、さる3月20111630ころ，神奈川ﾘil71:

の‘島崎台の285庇3.81〃里付近抑止において，ﾖｼI､．

オリンパス3枇号か辿雛，乗組1i3橘がゆくえ不Iﾘlと

な.l)ました。

水抑棚に係る洲併では外洋|帆ノヒに対するﾉI囎水的心桃え

に不1－分な,I‘!､(が兄受けられますので，下記,j|噸につい

て史に関係先に対し強力にl,'il知徹底するよう格段のご

配噛をお願いします。

横浜海上保安部長

1．荒天時の帆走

，1'1港前必ず貴(象'|､i'i況を碓‘過するよう御'ii'iづけるとと

もに，天候悪化のきざしのある場合は|'I己の技叩言を過

{!;することなく，川港II】止なとゞ ﾘ)断をもってWfii'iする

こと。

また，帆走II'は川人海岸l4から血'1'[気象'i,,'i報を人下

するとともに，異状気象等に班過した場合は時機を失

することなく，もよりの港湾にj岨｢'し、天恢の1111復を

待つなど運航の茶本を厳守すること。

特にl-IIIMII，祭|-1茅にあっては日ｲ',!の都合により、

かな})無瑚な巡航をしがちであるので注通すること。

2．無線設備の保守・運用

llごろ，無線機群の整術,1､11検にfW葱し,I1ルヒ'|!機器

か故障し復lllの兄込みがないときは，もよりの港油に

入港し関係先に巡絡をとったうえ，点検・ｲ|"Wなどし，

j也絲不$没定のまま運航するなどの行動をとらないよう

心がけること。

また,"ll人抑峠A』)とはできる限I)定ll,↑辿絡を!没定し

ておき、榔峠ﾊj等を通じて|帆走!'!のヨットの行動がは

慨できるようｲﾙ慨し，巡絡｜乳の不11liiにより無川の|川迦

を′|きじないよう注意すること。

3．救命設備の整備・点検等

-iif段から』|没命要具の轆術･'I.I1検を確実にｲー ｢ない,1ー

雌式救命l111衣の付偶ボンベの,I.I.(検には特に冊怠するこ

と。

また，乗艇!|1は必ず救命ルl衣を薪用するとともに，

かりそめにも艇内に装備している救命要具の使用，取

扱法の不知や誤りにより二Clf故に即応できないことのな

いよう注意すること。

一一ーー －■－副甲司一一一辞崗…ョ…背唱い画･叩L■■配騨冊与日当¥'一脾凹ﾛ'－．‐¥ﾋ望ﾛIHlL-JDI両卜乱宇,岬凶L閏F由山国牌乱画戸凹園H1吟眼1.叫I-Fh糺因ⅡF1崎l明-日,岸畑,聖山I1HⅦI章d凹凹1

1962：811「マーメイド(スキッパー堀il:"--)シン

グルハンドで太平洋を樅断する。

1111ﾉj,l;ルレースで「','.lil｣(II1.稲川ﾉ<’､j::)と

N.O.R.C.の生いたち

礼l･11法ﾉkll本外洋lllルヒ協会(NORC)(職'丹'|.1.11:-

迦陥竹迎)!,j)は、C.C.JII､↑代と1｢:葱|､11体と|ーでのN、

0.R.C.ll.↑代を絲て今Hに篭っています。

1.C.C.J.(CruisingClubofJapan)時代

（1948年～1953年）

1948:r1211米人を!|!心として、4挫の外i,抑ルヒ艇を

もって発足する。

1950:7)l，枇浜一大II;ルレースをイl蔦なう。

1951:"11'11大島レース(100i'll)を行なう。ROR

Cレーティング・ルールを採用する。

1953：外人公Hほとんと′ﾊ|}岡する。英人マッケンジ

ー氏の折導のもとに,f¥Ml1,安全規MII，レー

ティング規!lljの立案を間飴する。

11.NORC(FI本オーシャン・レーシング・クラブ）

時代(1954～1962年）

1954:1.21,C.C.J・をN.0.R.C.に改細し，レ

ースの年|洲'11数を恥jjllする。初代公隆山IIIILI

MII,l,ill会歴A、A.マッケンシ､－，NORCを

ロイドに益録する。

1956：神~ja元島レースを開好Iする。高松剛:ｲ《レース

(m内溌長111離レース)の主佛を11本ヨットルル

会より継承する。

1958:NORC内海支部発足する。

1960:NORC東海支部発足する。鳥羽パールレー

ス開始,llllll几1郎会長怠､逝，関芥雌哉会長就

任。

「ミヤ」（慶応旋熟人'､;:）がjII雛する。

1963:liil!記初,『ルレースの,If,'il[に蹄み安ｲ雷委!"､

成するとともに､連輸ri榔連ljの指導に

公怖扶ﾉ、への切林えの唯1'iliをする。

Ⅲ、社団法人日本外洋帆走協会(NIPPONOCE

RACINGC1.UB－訓.0.R，C・）

1964:2111H運輸大IIiの,汗IIJによ')il:I､11法人

外洋帆走協会がI泄'kL,定款にJ11;<公益

としての折勤を|＃I飴する。本部と開束支

分離する。

1965:6)1)j(部支部発足する。枇浜．神)rilllの

スを実施する。

1967:2)111tilﾉ､j海史部発足する。館11111八丈,Ifi)

ス(11,i松'l;'『杯レース）をﾘﾐ岫する。

1969：太平i,rシングルハンド樅断レース（米、

一カム協会主雌）に協ﾉﾉする．

1971：サンフランシスコにおけるORC(Offs

RatingCouncil)の会縦に,;1･ill'l委j1i&

IIfifi参ﾉjll,XORCが外i,1fレースに対す

ショナル・オー､ノリティーとしてメンバ

迎え入れられる。

IOR(Inte!､nationalO{fsI,oreRule)

川し，八丈烏レースよ')火施する。

1972:"11''li'|!繩－束ji!;レース（商松',';'｢杯レー

830III!)をはじめる。
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